
円
で
あ
っ
た
。
韓
民
の
駄
貨
は
本
臓
の
約
六
分
に
常
一
こ
の
後
本
丸
に
は
三
僻
締
・
敏
寄
屋
ハ
貸
時
九
年
ま

り
、
人
足
は
木
路
の
五
分
に
静
岡
る
釘
餓
を
党
け
た
。
一
で
〉
及
び
倉
陣
等
を
有
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。

木
馬
の
駄
貨
は
一
町
に
付
き
銭
一
文
一
分
又
は
一
文
一
ホ
ン
マ
ル
カ
ラ
モ
ン
本
丸
唐
門
金
棒
城
本
丸

二
分
等
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
。
能
資
の
奥
部
に
は
一
の
附
段
か
ら
東
，
丸
へ
入
る
傾
門
を
い
う
た
。
寛
永

瞬
肢
が
な
か
っ
た
か
ら
、
必
要
の
場
合
に
は
駄
馬
を
一
八
年
焼
亡
以
前
滞
侯
が
本
丸
に
居
館
し
た
頃
は
、
結

使
役
し
、
そ
の
駄
貨
は
口
部
よ
り
も
梢
商
依
で
あ
っ
一
榔
を
能
く
し
た
底
門
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
焼
失
後
再

た

。

一

話

せ

ら

れ

な

か

っ

た

の

で

あ

る

。

ホ
ン
マ
チ
本
町

J
カ
ナ
ザ
ハ
金
制
作
〈
入
、
一
ホ
ン
マ
ル
テ
ツ
モ
ン
本
丸
銭
門
金
禅
城
本
丸

木

町

と

地

子

町

〉

。

一

下

の

附

段

か

ら

本

丸

ヘ

管

る

入

口

の

正

門

で

、

寛

永

ホ
ン
マ

F
ノ
マ
チ
本
間
殿
町
金
様
の
密
町
名
。
一

d

八
年
火
災
以
前
滞
侯
が
本
丸
に
居
館
し
た
頃
は
、
銭

亀
尾
記
に
、
背
本
同
左
匙
の
宅
地
が
あ
っ
た
L
め
に
一
の
板
金
を
以
て
柱
・
露
等
を
包
ん
だ
楼
門
が
あ
っ
た

町
名
と
な
っ
た
と
記
す
る
。
又
一
一
蹴
に
は
、
普
本
閲
一
か
ら
、
後
世
ま
で
そ
の
祉
を
餓
御
門
と
呼
ん
だ
。

助
九
郎
が
此
の
附
廷
に
鹿
住
し
た
か
ら
木
閥
殿
町
と
一
ホ
ン
マ
ル
プ
タ
イ
ア
ト
本
丸
舞
遺
跡
金
棒
城

い
ふ
の
で
、
今
の
野
町
一
丁
目
の
小
路
を
助
九
郎
町
一
本
丸
餓
門
の
門
前
に
あ
る
地
で
、
有
様
武
貞
の
金
探

と
呼
ぶ
も
共
の
故
で
あ
る
と
も
い
ふ
。
左
近
及
び
助
一
細
見
附
拙
聞
に
、
昔
前
凶
利
常
夫
人
在
悦
の
時
は
本
丸

九
郎
に
就
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
明
治
四
年
四
周
一
に
位
し
た
が
、
共
の
頃
歌
舞
伎
を
行
ふ
矯
に
般
録
選

戸
籍
編
成
の
時
、
殴
め
て
本
馬
町
と
し
た
。
一
を
建
て
L

恥
か
ら
観
覧
し
た
。
そ
の
舞
援
の
治
祉
で

ホ
ン
マ
マ
チ
本
馬
町

J
ホ
Y

マ
ド
ノ
マ
チ
一
あ
る
と
い
ふ
。

本

間

殿

町

。

一

ホ

ン

ξ
ヨ
ウ
ジ
本
妙
寺
金
深
野
田
寺
町
に
在

ホ
ン
マ
ル
本
丸
金
滞
城
の
本
丸
は
、
も
と
一
一
っ
て
、
玄
秘
山
と
蹴
し
、
日
蓮
宗
に
因
す
る
。
元
和

向
宗
金
様
御
坊
の
あ
っ
た
地
で
あ
り
、
天
正
八
年
佐
一
九
年
越
中
・
耐
附
本
陽
寺
の
弟
子
阻
震
院
日
提
が
こ
L

久
間
脱
政
の
入
城
後
、
十
一
年
前
凹
利
家
の
入
城
後
一
に
創
建
し
た
も
の
で
、
開
基
旦
那
は
前
回
利
長
に
仕

も
皆
そ
の
寺
院
に
胞
た
。
慶
長
六
年
利
治
の
夫
人
江
一
へ
た
中
綿
と
い
ふ
女
中
で
あ
っ
た
。

戸
か
ら
入
興
ず
る
を
以
て
新
殿
を
遁
管
し
た
が
、
こ
一
ホ
ン
ミ
ヨ
ウ
ジ
本
明
寺
能
突
郡
橘
に
在
っ
て
、

れ
よ
h
v
前
阪
に
利
家
・
利
長
の
居
簡
が
設
け
ら
れ
て
一
興
宗
束
振
に
屈
す
る
。
も
と
遺
制
端
で
あ
っ
た
が
、
明

時
た
ら
う
と
思
は
れ
る
。
然
る
に
翌
七
年
十
一
周
隙
一
治
十
二
年
六
周
寺
践
の
公
務
を
許
さ
れ
た
。

日
常
火
天
守
を
焚
き
、
殿
閥
も
亦
焼
亡
し
、
次
い
で
一
ホ
ン
ξ
ヨ
ウ
ジ
本
明
寺
石
川
郡
美
川
に
在
つ

元
和
六
年
十
一
周
廿
四
日
長
局
の
失
火
に
よ
っ
て
再
一
て
、
員
宗
東
仮
に
臨
す
る
。
明
治
十
二
年
七
用
寺
脱

び
災
に
樫
り
、
七
年
正
用
工
を
起
し
、
四
月
成
。
て
一
の
公
穏
を
治
則
さ
れ
た
。

移
徒
の
儀
を
行
う
た
。
箆
永
八
年
四
局
十
四
日
城
下
一
ポ
ン
ム
鴛
無
穆
土
宗
の
備
。
願
磐
と
稽
し
た
。

の
火
災
に
文
延
焼
し
た
の
で
、
本
丸
の
地
風
威
猛
烈
一
尾
張
の
人
で
、
法
を
了
撃
に
嗣
ぎ
、
正
保
二
年
金
・
樺

館
を
築
く
に
泡
せ
ざ
る
を
思
ひ
、
議
附
の
許
可
を
得
一
に
弘
願
院
を
開
創
し
。
承
隠
元
年
六
用
入
日
寂
し
た
。

て
こ
，
丸
に
工
を
起
し
、
翌
九
年
に
叢
っ
て
成
っ
た
o
一
ホ
ン
ム
ラ
本
材
対
ム
鳳
至
郡
蔚
舟
の
内
の

小
宰
。

ホ
ン
ム
ラ
本
村
一
寸

小
字
。

ホ
ン
ム
ラ
本
材
対
ム
珠
洲
郡
正
院
郷
に
臨

す
る
部
宮
前
。
光
柴
寺
の
鎖
銘
に
若
山
郷
磁
見
村
と
す

る
も
の
是
で
あ
る
。
能
登
名
跡
志
に
『
本
村
。
寺
家

よ
り
一
里
六
町
。
散
村
に
な
り
て
山
中
に
在
り
。
雲

禄
よ
り
山
中
へ
入
。
て
、
正
院
よ
り
の
本
道
也
。
此

村
は
、
本
村
と
は
中
古
よ
り
の
名
に
て
、
近
郷
の
も

と
村
故
名
に
呼
べ
h
v
。
元
は
畿
見
村
と
い
ひ
し
也
。
』

と
記
す
る
。

ホ
ン
ヤ
タ
本
役

4
カ
ナ
ザ
ハ
金
・
搾
ハ
入
、
・
本

町
と
地
子
町
〉
。

ホ
ン
ラ
タ
ジ
本
禦
寺
河
北
郡
森
に
在
っ
て
、

提
宗
東
振
に
凪
す
る
。

ポ
ン
リ
ュ
ウ
鷺
寵
金
棒
提
出
訳
東
一
級
智
挺
寺
の

信
。
文
政
の
加
賀
法
論
の
際
に
は
お
顧
み
方
の
一
人

で
あ
っ
た
。

ホ
ン
リ
ュ
ウ
ジ
本
龍
寺
能
美
郡
小
松
地
子
町

に
在
っ
て
、
民
宗
東
波
に
屈
す
る
。
初
め
阿
部
W
R樟

村
に
底
り
、
寛
永
十
八
年
小
松
細
工
町
に
移
り
、
大

正
四
年
廷
に
今
の
所
に
鱒
じ
た
。

ホ
ン
リ
ュ
ウ
ジ
本
龍
寺
石
川
郡
金
石
に
在
っ

て
提
出
訳
東
振
に
屈
す
る
。
寺
記
に
、
越
市
磁
波
郡
井

波
税
泉
寺
四
代
謹
欽
が
文
明
元
年
退
隠
後
岡
部
梅
原

村
弱
山
に
一
宇
を
創
建
し
て
、
之
を
本
館
寺
と
践
し
、

子
探
賢
勝
・
玄
員
を
経
て
、
賢
態
に
歪
り
殴
長
七
年

今
の
地
に
締
じ
た
と
あ
る
。

ホ
ン
リ
ュ
ウ
ジ
本
龍
寺

て
、
奨
宗
東
涯
に
臨
す
る
。

ホ
ン
日
ユ
ウ
ジ
本
龍
寺

て
、
提
宗
東
援
に
鴎
す
る
。

ホ
ン

g
a・
ワ
ジ
本
隆
寺

羽
咋
郡
地
瞭
町
に
在

珠
洲
郡
宇
治
に
在
つ

鹿
島
郡
七
尾
に
在
つ

鳳
軍
部
白
米
の
内
の

七
七
O

っ
て
、
興
宗
東
波
に
臨
す
る
。

ホ
ン
リ
ュ
ウ
ジ
本
立
寺
河
北
郡
谷
に
在
っ
て
、

提
出
訳
東
振
に
臨
す
る
。
明
治
二
年
八
周
寺
鋭
の
公
穏

を
許
さ
れ
た
。

ホ
ン
リ
ュ
ウ
ジ
本
立
寺
羽
咋
郡
縞
弁
に
在
っ

て
、
混
宗
束
振
に
鹿
す
る
。

ホ
ン
リ
ヨ
ウ
ジ
本
商
寺
鳳
至
郡
小
間
生
に
在

っ
て
、
提
言
宗
に
臨
す
る
。
古
へ
は
鴫
川
に
在
っ
て
、

住
吉
枇
の
別
箇
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。

ホ
ン
レ
ン
ジ
本
蓮
寺
能
美
郡
小
松
細
工
町
に

在
っ
て
、
国
控
訴
東
援
に
毘
す
る
。
本
願
寺
源
諸
寺
系

闘
に
、
都
知
の
子
越
前
藤
島
超
勝
寺
頓
間
総
跡
調
、
妻

室
と
不
和
で
寺
を
退
き
、
能
美
郡
梁
・
樟
に
隣
る
江
沼

郡
戸
棒
に
本
譜
寺
を
建
て
L
住
し
、
そ
の
二
男
謡
低

周
惑
ハ
又
周
態
に
作
る
v
、
共
の
子
慈
恵
、
そ
の
子
言

恵
、
そ
の
子
腿
心
相
繕
ぎ
、
後
に
津
波
倉
に
住
し
た

と
あ
る
。
永
球
九
年
本
蓮
寺
は
小
松
積
回
町
に
移
。
、

天
正
十
三
年
二
局
九
日
村
上
周
防
額
勝
か
ら
滋
悶
の

内
六
段
の
地
を
寄
滋
せ
ら
れ
、
そ
の
寄
越
紋
は
今
に

存
す
る
。
次
い
で
高
治
中
教
惑
の
時
前
凶
利
常
か
ら

今
の
寺
地
を
党
け
た
。
明
治
十
一
日
平
耶
潟
北
巡
の
時
、

本
寺
を
行
在
所
に
，
慌
て
給
う
た
こ
と
が
あ
る
。

ホ
ン
レ
ン
ジ
本
窪
寺
河
北
部
深
谷
に
在
っ
て
、

日
蓮
宗
に
鴎
す
る
。
山
践
は
金
海
山
。
永
正
元
年
京

都
本
凶
寺
日
朝
の
再
興
す
る
腕
と
い
ふ
。

ホ
ン
レ
ン
ジ
本
語
寺
河
北
郡
加
茂
に
在
っ
て
、

提
宗
東
振
に
鴎
ず
る
。
明
治
二
年
八
用
寺
鋭
の
公
構

を
詐
さ
れ
た
。

ポ
ン
ヲ
ド
リ
盆
踊
銑
踊
の
歌
詞
に
は
段
物
と

鳴
物
と
が
あ
っ
た
。
段
物
は
著
名
な
事
件
を
取
扱
っ

た
長
編
で
あ
る
が
、
加
賀
・
能
登
で
は
僧
徒
が
念
仰

讃
嘆
の
鑓
に
し
た
歌
喜
嘆
・
御
経
縫
・
浮
土
道
行
の
如

き
も
の
も
あ
っ
た
。
端
物
は
廿
六
替
を
基
制
と
す
る

-圃 ~ 
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